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・合流部における水位の比較 
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3.2.2. 氾濫 

豪雨による氾濫は、次の 2種類に大別される。 

 

(1) 外水氾濫 

降雨により、川から水が宅地や農地などにあふれること。本検証会議では、千葉県が管理する二

級河川一宮川水系一宮川（本川）及び支川から、堤防を越えて河川の水が流れ出る事象を指す。（今

次水害では、越水のほか、仮締切堤防の施工不備、変状を含むものとする） 

洪水後、県、市で痕跡調査を行ったほか、水位記録、現地測量や写真・動画などから一宮川、鶴枝

川、阿久川、豊田川からの越水（溢水）箇所について、以下のとおり図化した。 

図化した範囲は、河川内で流下能力を向上させるため、左岸側の護岸の勾配を立てる護岸法立て

工事を行っている途中であり、洪水を仮締切堤防で向かえることとなった。前述のとおり、この範囲

では、仮締切堤防の 5 箇所に必要な高さが確保されていないことが判明しているほか、洪水前は健

全であったが、出水後に変状し、最終的に所定の高さを不足していた箇所が 17箇所確認されており、

これらを含めて外水氾濫としている。 

 

 

 

(2) 内水氾濫 

降雨により、下水道等の排水施設で雨水を排水できずに宅地や道路、農地などにあふれること。

また、水路や支川などが合流する先の河川の水位が上昇したことにより、支川などから合流先の河

川に水が流下できなくなることにより、支川などから水があふれること。本検証会議では、流域市

町村が管理する一宮川の支川や下水道等で雨水を排水できずに浸水する事象を指す。 
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図 3-24 外水氾濫と内水氾濫のイメージ 

  

令和 5年 9月 8日 14：21 

川から水が溢れる様子 

阿久川（落合橋上流左岸） 

令和 5年 9月 8日 15：27 

マンホールから水が溢れる様子 

一宮川（八千代橋下流右岸） 

 

3.2.3. 今次水害の要因 

令和 5年台風第 13号では、令和元年 10月 25日を超える過去最大の降雨であり、河川計画規模 1/10

確率に対して、1/180確率の降雨規模に相当する。 

この降雨により、10時間に渡って、一宮川水位は計画高水位を超えていた。 

特に、茂原市八千代地区・大芝地区※では、浸水は下記の複合的な要因により発生したと考えられる。 

・ 河川に排水しきれず、マンホールから吹き出すなどの内水    

  ・ 工事中における仮締切堤防の施工不備による高さ不足（5箇所） 

   ・ 計画高水位を超える洪水により仮締切堤防が変状（17箇所、延長約 4km※の 6%相当） 

  ・ 上記以外で、堤防の上を洪水が超える越水も発生   など 

   ※ 茂原市八千代地区・大芝地区は、一宮川（鶴枝川合流点～豊田川合流点）の左岸に位置し、 

護岸工事を施工中の約 4km 

外水氾濫と内水氾濫

内水氾濫

内水氾濫とは
雨の量が下水道や河川への排水ポンプ等の
排水施設の能力を越えるときや、河川などの
排水先の水位が高くなったときに、排水できず
に浸水するために起こる氾濫です。

外水氾濫

外水氾濫とは
大雨によって河川の水位が高くなることにより、
堤防を越えて河川の水が流れ出したり、堤防
が決壊したりすることにより起こる氾濫です。
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3.3. 浸水被害 

3.3.1. 浸水状況 

今次降雨による浸水状況は、洪水時に撮られた画像・動画などのデータ、洪水後の痕跡調査による

測量データや当日、浸水域にいた人へのヒアリングなどの客観データによって把握した。 

当日の水防活動時に撮られた写真・動画などの数百点のデータから、撮影場所、撮影時刻、周辺施

設の高さと水面の関係から読み取る事ができる浸水深を把握した。さらに、SNSに投稿された写真か

らも投稿場所、投稿時刻と浸水深判読を行って把握のためのデータ数を増した。動画からは、氾濫水

が流れを持つのか、またその向きなどが判読できる。高所から同時刻に河川（本川・支川）と氾濫水

を連続して撮影した動画も確認された。 

 

 

 

【浸水状況】写真

長清水地先（八千代橋右岸） 9月8日 15:26

八千代三丁目交差点付近 9月8日 14:35 八千代一丁目付近（八千代橋左岸） 9月8日 15:30

川中島終末処理場付近（落合橋左岸） 9月8日 12:20

■ 水防活動時などに撮影した写真等の客観的データにより出来るだけ事象を把握する。（500以上）
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■ 明光橋下流付近にお住いの方々へのヒアリング 

・ 12時 10分くらいに大型土のうのなかった箇所から河川の水が入ってきた。下流側から水

が回ってきて、20～30分くらいで店舗の入り口まで水が来た。 

・ 大型土のうの 20ｃｍ下がりくらいまで河川の水位が上がっていた。 

・ 台風が来る前に 1箇所、シートがバタバタとしている所があり、注視しており動画も撮っ

ていた。 

・ 12時半ころはまだ明光橋を車が通過していた。 

・ 八千代三丁目の交差点から一丁目に向かっては冠水して車は通れない状況だったが三丁

目は比較的大丈夫であった。 

・ （一丁目から三丁目への流れの動画を見た上で）八千代三丁目の交差点から一丁目に向か

っての水の流れは無かった。 

・ 大型土のうがきちんとあれば、八千代三丁目の浸水被害はなかったと思っている。 

  

■ 委員提供情報 茂原市役所定点カメラ

水たまりがいくつか見える 外水氾濫は発生していない。
市駐車場に内水氾濫。

濁り水＝外水氾濫が発生。 雨が上がった後の内外水が
混じった状態

【浸水状況】ヒアリング
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3.3.2. 浸水痕跡調査 

洪水後に浸水痕跡調査を実施した。現地において、洪水の痕跡位置の確認調査（聞き込み等による

方法を含む）を行い、確認された痕跡位置及び痕跡状況を記録し、これにより一宮川周辺の浸水範囲

縁辺部を痕跡図として図化した。 

また痕跡測量では、GNSS 測量等により、浸水範囲内において地盤高さと洪水痕跡水位を測定し、

地点における浸水深を調査した。 

浸水深観測ポイントは、令和元年の調査地点と比較できるような配慮のもと、605箇所を選定した。 

浸水範囲と浸水深観測ポイントを下図に示す。 

更に、これら地点の観測情報を平均化することで、面的に浸水状況を以下のとおり推定した流域の

浸水深図を作成した。 

■ 推定方法 

・ 各ポイントの浸水深（浸水位）よりティーセン法により各 25 ｍメッシュの係数を算出 

・ ティーセン係数より各 25 ｍメッシュの浸水位を整理 

・ 別途整理された浸水範囲図内のメッシュを対象に、上記で整理した浸水位を付与 

・ 25 ｍメッシュの地盤高より浸水位を浸水深に変換。茂原市域の拡大図では 5 ｍメッシュ

の地盤高を用いた。（浸水範囲図内のメッシュで浸水深が 0m 以下となったメッシュは 

0.001 ｍとした） 

なお、本法による推定は、浸水深観測ポイントが少ないエリアの浸水状況の精度が低い可能性が 

あることや、25mメッシュなど平均標高での整理のため、局所的な浸水状況が表現できていない点に

留意が必要な参考図として作成した。 

  

浸水深観測ポイントでの調査状況 

  

浸水範囲と浸水深観測ポイント ティーセン法の概要 
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図 3-25 R1洪水の浸水コンター図（25mメッシュ） 

■R1洪水の浸水コンター図（全体版）

図 R1洪水の浸水コンター図（25ｍメッシュ）

一宮川

豊田川 阿久川

鶴枝川

瑞沢川

三途川

水上川
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図 3-26 R5洪水の浸水コンター図（25mメッシュ） 
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図 3-27 R1洪水の浸水コンター図（茂原市域拡大 5ｍメッシュ） 

令和元年10月25日

1,762浸水面積(ha)

4,337浸水戸数(棟)

2,264床上

2,073床下

阿
久
川
→

一宮川→

鶴枝川→
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図 3-28 R5洪水の浸水コンター図（茂原市域拡大 5ｍメッシュ） 

茂原市浸水調査図

差
R5 R1値

R5測定値

R1測定値

※1 浸水面積は、R5.10.13時点の流域全体での速報値

※2 浸水戸数は、R6.1.5時点の流域の浸水戸数速報値

令和5年9月8日

約 1,554 ※1浸水面積(ha)

2,053 ※2浸水戸数(棟)

905床上

1,148床下

阿
久
川
→

一宮川→

鶴枝川→
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図 3-29 R1と R5による浸水深の差分図（茂原市域拡大 5ｍメッシュ） 

差
R5 R1値

R5測定値

R1測定値

※1 浸水面積は、R5.10.13時点の流域全体での速報値

※2 浸水戸数は、R6.1.5時点の流域の浸水戸数速報値

令和5年9月8日令和元年10月25日

約 1,554 ※11,762浸水面積(ha)

2,053 ※24,337浸水戸数(棟)

9052,264床上

1,1482,073床下

阿
久
川
→

一宮川→

鶴枝川→
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3.3.3. 主な浸水被害 

浸水によって生じた被害について、人的被害、施設被害（浸水戸数、公共施設）、農業被害別に以下

のとおり整理した。なお、各項目において令和元年との比較形式で記載する。 

(1) 人的被害 

人的被害死者数は、無し（令和元年は 7人（関連死 1人含む） 

 

 

(2) 浸水戸数等 

図 3-29に示すとおり、雨は前回を大きく上回ったものの、主に茂原市域において浸水深さが減っ

た傾向となっており、浸水戸数は前回の 4,337戸から 2,053戸(R6.1.5時点)と半減している。 

日付 2019年10月25日 令和5年9月8日 差 比率

台風第13号 【R5-R1】 【R5/R1】

浸水戸数(棟) 4,337 2,053　※2 -2,284　※2 0.47

　茂原市 3,967 1,849 -2,118 0.47

　一宮町 0 2 2 －

　睦沢町 0 6 6 －

　長生村 0 4 4 －

　長柄町 248 86 -162 0.35

　長南町 122 106 -16 0.87

床上 2,264 905 -1,359 0.40

　茂原市 2,016 835 -1,181 0.41

　一宮町 0 0 －

　睦沢町 2 2 －

　長生村 1 1 －

　長柄町 174 24 -150 0.14

　長南町 74 43 -31 0.58

床下 2,073 1,148 -925 0.55

　茂原市 1,951 1,014 -937 0.52

　一宮町 2 2 －

　睦沢町 4 4 －

　長生村 3 3 －

　長柄町 74 62 -12 0.84

　長南町 48 63 15 1.31

※1　令和5年10月13日痕跡調査　測量会社求積速報

※2　流域市町村聞き取り（R6.1.5現在）
 

R5.9.8R1.10.25項目

0人7人（関連死1人含む）

人的被害死者数
0人3人(関連死1人含む)内訳 茂原市

0人2人長柄町

0人2人長南町
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浸水があった主要施設 

（該当ありの場合 ●） 

 

 

(3) 農業被害 

今次降雨は、稲刈り時期と一部重複する 9 月 8 日に発生しているため、以下のとおり、流域市町

村の農林水産被害についても整理をした。 

一部の農作物に被害があったほか、農業用機械または農道、水路といった施設に被害があった。 

主要農作物は水稲であるが、稲刈りは概ね完了していたため、被害は比較的少額にとどまった。 

（田んぼの水は、8月上旬頃～8月中旬頃に抜く。稲刈りは、8月中旬頃～9月中旬頃。） 

農作物、農地・農業用施設等の被害金額は、約 6億円と集計された。 

 

  

長南町長柄町茂原市

R5.9.8R1.10.25R5.9.8R1.10.25R5.9.8R1.10.25

●（床下）●（床上）特別養護老人ホーム豊栄の里－●町立ながらこども園－●茂原市役所

●●豊栄元氣クリニック－●特別養護老人ホームほしの郷－●長生合同庁舎

●－すぎもと薬局－●長柄町給食センター●●茂原中央病院

●（内水）－長生学園幼稚園－●児童体育館－●新八幡原会館（避難所）

－●特別養護老人ホーム長柄園－●大芝自治会館（避難所）

●●中央公民館

●●川中島下水処理場

●●中の島小学校

●●町保保育所

●●学校給食センター

●●長生郡市保健センター夜間急病診療所

●●東上総教育事務所

●●育生医院、大塚医院、あぜがみ眼科

－●千葉興業銀行、中央労働金庫

○台風第１３号による農林水産被害（一宮川流域６市町村）

合計
（千円）

３ 農地・農業用施設２ 農業施設等１ 農作物

市町村
被害金額

(千円)
被害箇所数

被害金額
(千円)

被害面積等
(ha,件)

被害金額
(千円)

被害面積
(ha)

221,048134,8002321,05210件65,1968.8茂原市

------一宮町

36,92831,6003305,32810.0睦沢町

50,00050,00080--長生村

61,17048,500308,9223件3,7487.0長柄町

232,222232,0002442220.01ha--長南町

601,368496,90033830,196-74,27225.8合計

注：「農業施設等」は、農業用ハウス、農業用機械等、「農地・農業用施設」は、農地、水路、農道等
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3.3.4. 自主的な取組により浸水被害を軽減させた事例 

一宮川流域では、令和元年にも浸水被害が発生しており、流域内で“流域治水”の考えのもと、一

定の啓発などの取組が実施されていた。 

下記のとおり、実際に自主的に浸水対策を行っており、今回の浸水に対して被害軽減できた事例も

見受けられている。 

当該事例では、令和元年水害では約 2 億円の被害があったが、被災後 3,500 万円で止水板を設置

し浸水に備えたため、今次水害では被害がなかった。 

 

  

図 3-30 自主的な取組により浸水被害を軽減させた事例 

 

平常時 増水時


